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お
知
ら
せ

感
謝　

吉
野
斎
場
へ
車
い
す
寄
贈

Ｊ
Ａ
な
ら
け
ん
様
か
ら
吉
野
広
域
行
政
組
合
吉

野
斎
場
へ
、車
い
す
１
台
を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し

た
。１１
月
１６
日
に
吉
野
斎
場
で
行
わ
れ
た
贈
呈

式
に
は
、Ｊ
Ａ
な
ら
け
ん
セ
レ
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
吉

野・澤
田
所
長
、同・小
西
氏
、吉
野
広
域
行
政
組

合
紺
田
参
事
が
出
席
し
ま
し
た
。Ｊ
Ａ
な
ら
け
ん

で
は
、長
年
に
わ
た
り
地
域
貢
献
活
動
の
一
環
と

し
て
、車
い
す
の
寄
贈
が
行
わ
れ
て
お
り
、今
回
、

参
列
者
等
の
利
便
性
の
向
上
を
目
的
に
、吉
野

斎
場
に
車
い
す
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。今
後
は
、

足
腰
の
不
自
由
な
方
も
安
心
し
て
当
施
設
を
ご

利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

問
総
務
課　
℡(

32)

３
０
８
１

感
謝　

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税（
※
）に
よ
り
、企
業
様

か
ら
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

吉
野
町
を
応
援
し
て
く
だ
さ
る
思
い
に
応
え
る

べ
く
、活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◆
会
社
名　
株
式
会
社　
森
下
組　
　

◆
所
在
地　
大
淀
町
桧
垣
本
１
５
８
９
番
地

◆
代
表
者　
代
表
取
締
役
社
長　
森
下 

秀
城

◆
寄
附
金
額　
１
千
万
円

◆
活
用
先　
愛
・
学
習
机
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

※
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
と
は
、
こ
こ
ろ
ざ
し

あ
る
企
業
の
皆
さ
ま
が
、
寄
附
を
通
じ
て

地
方
公
共
団
体
の
行
う
地
方
創
生
の
取
り

組
み
を
応
援
し
た
場
合
に
、
税
制
上
の
優

遇
が
受
け
ら
れ
る
仕
組
み
で
す
。

問
政
策
戦
略
課

　
Ｉ
Ｐ
直
通
…
℡(
39)
９
０
７
１

家
庭
用
生
ご
み
処
理
機
器
等 

購
入
補
助
金
制
度

吉
野
町
在
住
者
を
対
象
に
生
ご
み
処
理
機
器
の

購
入
費
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

生
ご
み
処
理
機(

電
気
式
又
は
手
動
式)

◆
１
世
帯
に
つ
き
１
台
ま
で

◆
補
助
額　
消
費
税
を
除
く
購
入
価
格
の
３
分

の
２
の
額(

１
０
０
円
未
満
は
切
り
捨
て)

で
、
最
大
３
万
円

生
ご
み
た
い
肥
化
容
器(

コ
ン
ポ
ス
ト
容
器
等)

◆
１
世
帯
に
つ
き
２
個
ま
で

◆
補
助
額　

消
費
税
を
除
く
購
入
価
格
の
３

分
の
２
の
額(

１
０
０
円
未
満
は
切
り
捨
て)

で
、
最
大
５
千
円

※
他
に
補
助
条
件
等
が
あ
り
ま
す
の
で
、
申
請

を
お
考
え
の
方
は
、
必
ず
処
理
機
購
入
前

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
暮
ら
し
環
境
整
備
課　
℡(

32)

８
１
７
５

消
費
税
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
説
明
会

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
概
要（
基
礎
編
）の
説
明
会

を
開
催
し
ま
す
。　

　
１
月
19
日（
水
）・１
月
31
日（
月
）

　
い
ず
れ
も
14
時
〜
15
時

　
吉
野
納
税
協
会（
２
階
会
議
室
）

　
吉
野
町
大
字
丹
治
２
０
０
番
３

◆
定
員　
各
15
名

※
１
週
間
前
ま
で
に
電
話
予
約
が
必
要
で
す
。

　
問
吉
野
税
務
署 

法
人
課
税
部
門　

　
℡(

32)

１
５
８
３

有
害
鳥
獣
駆
除
対
策

吉
野
町
は
、
平
成
25
年
度
に
猟
友
会
吉
野
支
部

と
で
構
成
す
る
「
吉
野
町
鳥
獣
被
害
対
策
実
施

隊
」
を
組
織
し
、
地
域
か
ら
の
要
望
を
受
け
有

害
鳥
獣
駆
除
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

◆
有
害
鳥
獣
捕
獲
頭
数
（
11
月
分)

　
ニ
ホ
ン
ジ
カ
23
頭 
イ
ノ
シ
シ
３
頭　

　
令
和
３
年
度　
累
計
１
３
３
頭

問
農
林
振
興
課　
℡(

32)

３
０
８
１

▶
左
か
ら
、
吉
野
広
域
行
政
組
合
紺
田
参
事
と
セ
レ
モ

ニ
ー
ホ
ー
ル
吉
野
の
澤
田
所
長｡

１月のごみ収集日程
収集地区名

上市地区全域・ 橋屋·左曽· 六田
吉野山地区全域· 飯貝· 丹治

龍門地区全域· 中竜門地区全域

国栖地区全域· 中荘地区全域

粗大ごみ
10 日㈪
４日㈫
６日㈭

千股のみ10日㈪
７日㈮

不燃物
５日㈬
12 日㈬

５日㈬

12 日㈬

古　紙
19 日㈬
26 日㈬

19 日㈬

26 日㈬

収 集 日
ビン類
17 日㈪
11 日㈫
13 日㈭

千股のみ17日㈪
14 日㈮

カン類
24 日㈪
18 日㈫
20 日㈭

千股のみ24日㈪
21 日㈮

ペットボトル
31 日㈪
25 日㈫
27 日㈭

千股のみ31日㈪
28 日㈮

「ごみの区別と出し方」⇨

問［分別について］ 吉野三町村クリーンセンター【℡（３２）1275】　★1月16日（日）は、家庭系ごみの持ち込みを受け付けします。
問［収集について］ 美吉野環境ステーション【℡（３９）９１４５】　★ごみは午前８時までに出してください。
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災
害
案
内
ダ
イ
ヤ
ル
の
お
知
ら
せ

奈
良
県
広
域
消
防
組
合
で
は
、
お
住
い
の
地
域

で
発
生
し
て
い
る
火
災
事
案
や
救
助
事
案
（
山

岳
救
助
・
水
難
救
助
含
む
）
な
ど
の
災
害
発
生

情
報
を
提
供
し
て
お
り
ま
す
。

災
害
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、

　
災
害
発
生
ダ
イ
ヤ
ル

　
　
℡
０
１
８
０(

99)

７
５
５
２

に
お
電
話
い
た
だ
き
、
有
効
に
ご
活
用
の
ほ
ど

お
願
い
し
ま
す
。
（
一
部
ご
利
用
で
き
な
い
電

話
が
あ
り
ま
す
。
）

詳
し
く
は
、
奈
良
県
広
域
消
防
組
合
Ｈ
Ｐ

（https://w
w

w
.naraksk119.jp/

）
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
奈
良
県
広
域
消
防
組
合　
吉
野
消
防
署

　
℡(

32)

１
０
１
１

奈
良
県
の
最
低
賃
金

地
域
別
最
低
賃
金

◆
奈
良
県
最
低
賃
金
（
令
和
３
年
10
月
１
日
発

効
）
時
間
額
８
６
６
円

特
定
最
低
賃
金

◆
奈
良
県
は
ん
用
機
械
器
具
、
生
産
用
機
械
器

具
、
業
務
用
機
械
器
具
製
造
業
最
低
賃
金

（
令
和
３
年
12
月
29
日
発
効
）

　
時
間
額
９
０
５
円

◆
奈
良
県
電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
・
電
子
回

路
、
発
電
用
・
送
電
用
・
配
電
用
電
気
機

械
器
具
、
産
業
用
電
気
機
械
器
具
、
民
生

用
電
気
機
械
器
具
製
造
業
最
低
賃
金

　
（
令
和
３
年
12
月
29
日
発
効
）

　
時
間
額
８
９
１
円

◆
奈
良
県
自
動
車
小
売
業
最
低
賃
金
（
令
和
３

年
12
月
29
日
発
効
）
時
間
額
８
９
２
円

◆
奈
良
県
木
材
・
木
製
品
・
家
具
・
装
備
品
製

造
業
最
低
賃
金
（
平
成
元
年
1
月
25
日
発

効
）
日
額
６
５
２
７
円
・ 

時
間
額
８
６
６

円
（
奈
良
県
最
低
賃
金
を
適
用
）

奈
良
県
最
低
賃
金
は
、
奈
良
県
内
で
働
く
す
べ

て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

奈
良
県
最
低
賃
金
と
特
定
最
低
賃
金
の
両
方
が

適
用
さ
れ
る
場
合
は
、
金
額
の
高
い
方
の
最
低

賃
金
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

問
奈
良
労
働
局
賃
金
室

　
℡
０
７
４
２(

32)

０
２
０
６

放
送
大
学 

４
月
入
学
生 

募
集
案
内

◆
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・
情

報
・
自
然
科
学
な
ど
、
約
３
０
０
の
幅
広

い
授
業
科
目
が
あ
り
、
１
科
目
か
ら
学
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
全
国
に
学
習
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
て
お

り
、
サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど
の
学
生
の
交
流

も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

◆
資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
ま
す
。
お
気
軽
に

放
送
大
学
奈
良
学
習
セ
ン
タ
ー

【
℡
０
７
４
２(

20)

７
８
７
０
】
ま
で
ご
請
求

く
だ
さ
い
。

◆
出
願
期
間
は
、
第
１
回
２
月
28
日
ま
で
、
第

２
回
は
３
月
15
日
ま
で
。

令和４年１月から　スマートフォンを利用した申告がより一層便利になります

○令和３年分所得税及び復興特別所得税の確定申告期間
は、２月16日(水)から３月15日(火)までです。

○新型コロナウイルス感染症の感染拡大を防止するため、
確定申告会場の混雑緩和を図る観点から、確定申告会
場へは「入場整理券」が必要となります。入場整理券の
配付方法は、①確定申告会場での当日配付、②オンライ
ン（LINE）での事前発行の２通りあります。（①の当日配
付は、状況により早めに配付を終了する場合があります
のでご了承ください。）

○確定申告会場では、長時間お待ちいただくことがあります。

○「検温」「マスクの着用」「手指の消毒」等の感染予防対
策にご協力ください。

〇３７．５度以上の発熱が認められる場合等は、入場をお断
りさせていただきます。

問吉野税務署　℡（32）3385（代表）

▶スマホ専用画面の対象が拡大
スマホで見やすい、スマホ専用画面の対象に、給与
所得、年金収入等の雑所得、一時所得に加えて新た
に、特定口座による株式等の譲渡所得等、上場株式
等に係る繰越損失等の金融・証券税制が加わります。

▶スマホカメラで源泉徴収票を読み取り
スマホのカメラで源泉徴収票を読み取ることで、源
泉徴収票に記載されている金額等を確定申告書等
作成コーナーへ自動反映させることが可能になり
ます。

▶スマホ申告に必要なものは、スマートフォンと・・・
次の①、②のいずれかが必要です。

①マイナンバーカード（スマホはマイナンバーカード読
み取り対応のものが必要）

②税務署で発行したIDとパスワード

吉野税務署からのお知らせ

スマホ申告は全国で 100 万人以上が利用


